
主に家庭から廃棄されるプラスチックゴミを主原料と
するプラスチックリサイクル材料を用いて、擬木※、パ
レットなどの厚肉の製品ではなく、薄肉の製品での使
用に耐えられるよう材料の高強度化を行い、製品化し
ました。

※擬木：プラスチック等を用いて自然の木を模したもの
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図3
アイゾット衝撃値の比較

図2
曲げ弾性率の比較

図4　容リ材を使って試作した部品の輸送用トレー

図1　回収されたプラスティックゴミとリサイクル材料
（a）原材料となる家庭から回収されたプラスチックゴミ

（b）リサイクル材料（容リ材）
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　　リサイクルしても性能を保つ
　　プラスチック製品を

　私たちの日常生活において、プラスチック製品は欠か

すことができません。大量にプラスチック製品を使用す

ると、使用量に応じた大量のプラスチックが廃棄される

ことになります。日本では、家庭から廃棄されたプラス

チック図1（a）を「容器包装リサイクル法」に基づき、自治

体が回収し、事業者が再利用できるような材料（図1（b）、以

下「容リ材」）にしています。しかし、回収されたプラスチッ

ク材料は単一の原料でなく、数種類の材料がブレンドさ

れています。種類の異なるプラスチック材料は混ざりに

くいため、ブレンドした材料は、単一の材料と比較すると

破断しやすく、低強度、低弾性率になる可能性が非常に高

くなります。そのため、容リ材は低強度や低弾性率でも使

用できる擬木やパレットといった厚みのある「厚肉製品」

に利用されることが一般的であり、薄くて強度の高い「薄

肉製品」としてのリサイクルは困難でした。

　都産技研では、この溶リ材を薄肉製品に利用すること

を目的とし、弾性率や耐衝撃性を向上させながらも成形

性を確保するために共同研究を行いました。

容リ材を用いた
薄肉プラスチック製品の開発
　家庭から廃棄される
プラスチックゴミのリサイクル

製品化事例 ⑤

平成24年5月、東京都墨田区押上に東京スカイツリー®

がオープンしました。都産技研では、開業の約１年前か
ら、中小企業と共同研究にて東京スカイツリー®観光
マーケットをターゲットとした新ブランドを立ち上げ、
オープンに合わせて製品の販売を始めました。

図２　ソラマチ
「one off by in Touch」にて

図１　Pickys Duロゴマーク

製品化事例 ④

東京スカイツリー® 
観光グッズの製品開発
　新ブランドの確立

　　新マーケットへのチャレンジ

　アパレルを専門に事業を展開していた株式会社ミハイ

ルが、新規事業への参入についてご相談に来られたとこ

ろから、共同研究が始まりました。インターネットの普及

等情報化社会の現代、世界中で同質化が進み、類似した商

品が世にあふれる中で、他人とは違うものを欲する消費

者の購買ニーズが高まっています。そこで、オープン予定

の東京スカイツリー®と、企業や墨田支所の所在地となる

「すみだ」に着目し、墨田区の建物、人、風景をモチーフと

することで、他社とは全く異なるコンセプトのブランド

の確立を目指しました。

　　新ブランドの確立

　ブランドの立ち上げに際して、「Picky’s Du（以下、

ピッキーズ・ドゥ）（図1）」というロゴマークを作成し商標

登録を行うとともに（商標登録第5358694号）、合わせて、

ネットショップを立ち上げました（http://pickysdu.com）。

名前の由来は「えり好みする」を英語にした「picky」がも

とになっています。墨田、東京スカイツリー®へ来たファ

ミリー層の観光客に製品を選んでほしいという思いから

ネーミングされています。高品質でありながらも手の届

きやすい価格を設定した子供服や雑貨をメイン商品とし

て開発を進めました。

　　製品展開への支援

　ピッキーズ・ドゥの代表作となる、「東京スカイツリー®

公式認定ニットネクタイ」は、フォーマルな場面でも利用

できるようなシックなデザインですが、一般的な棒状（四

角）に編んだものを折り返すのではなく、編む段階で剣先

の形になるように網目を調整し、折り目によるほつれの防

止や軽量化を図るための技術的な工夫が盛り込まれてい

ます。この、ニットネクタイ

は東京スカイツリー®のソラ

マチ４Ｆ「one off by in 

Touch」にて販売され（図

2）、昨年秋ごろから、さまざ

まなファッション雑誌や新

聞にも取り上げられるよう

になりました。

　また雑貨では、キーリング

や、トートバッグ（図3）などの開発・販売も始めました。表側

には両国のお相撲さん、裏側には東京スカイツリー®が描か

れたキーリングは、第一ホテル両国にて販売され、東京観光

へいらした方々にお土産として人気があるそうです。

　共同研究にて試行錯誤しながら、色・柄・素材・シルエッ

トの総合的なバランスを何度もチェック・修正をしなが

ら、ブランドの差別化・独自の企画力を明確化したことに

より、ピッキーズ・ドゥの製品が東京スカイツリー®が公式

の商品として認定され、幅広く製品展開できるようになっ

たことは、都産技研の新ブランドの確立という新しい試み

の中でも非常に

有意義であった

と考えます。

　　材料の破断を防ぐため相溶化剤を採用

　容リ材は、ポリエチレン、ポリプロピレンを90%以上含

む材料です。ポリエチレンは、プラスチック材料の中でも

弾性率が低く、ポリプロピレンと混ざりにくい（非相溶性）

材料です。非相溶性のブレンド材料は、材料同士の界面か

ら破断につながりやすい特徴があります。そこで、ポリエ

チレンとポリプロピレンを相溶させるために相溶化剤を

採用しました。また、薄肉化が可能な弾性率を得るために

「フィラー」を採用しました。

　　コストも安価な薄肉製品の試作に成功

　相溶化剤およびフィラーを採用した結果、成形加工性

を確保しつつ、薄肉製品に使用されている現行材料と同

等以上のレベルまで容リ材の高弾性率化（図2）と耐衝撃性

の向上（図3）を図ることができました。また、コスト面でも

安価な材料が得られ、薄肉製品（図4）を試作することがで

きました。
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